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小動物が侵入し工場が全停電！
盛岡事業所（現釜石事業所） 賣井坂 康之

思いもよらないところから小動物が侵入し全停電
となった事例を紹介します。

〔状況〕
2025年４月24日（木）16時20分にお客さまより「全

停電した」との連絡があり出動しました。大規模工
場であることから私を含め５名でお客さま電気設備
の確認を行いました。その結果、構内第一柱に設置
されている高圧気中開閉器が、地絡継電器（ＤＧＲ）
の動作により開放し、全停電となっていることを確
認しました。

〔調査〕
お客さまからリスが死んでいるとのお申し出で、

電気室内でリスの死骸を発見しました。
これまでにヘビやネズミが原因となった事故現場

を目にしたことはありましたが、リスは初めてであ
り非常に驚きました。

〔原因〕
リスが高圧機器の充電部に接触し、高圧漏電が発

生したことによる停電と推定されます。リスが接触
した具体的な箇所については痕跡がなく、特定には
至りませんでした。

電気室にリスが侵入できる開口部は換気扇しかあ
りませんでしたので、停止していた換気扇から侵入
してきたと思われます。しかしながら高さ約４メー
トルの平滑な壁をよじ登ってきたのか、あるいは大
ジャンプで飛んできたのかは不明ですが非常に高い
身体能力だと思いました。

〔復旧〕
電気室の外観点検と高圧絶縁抵抗測定300メグ

オームで異常がないことを確認して復電しお客さま
へ報告いたしました。

換気扇は自動運転モードから連続運転モードにし
て小動物の侵入を防ぎ、換気扇外側に金網等を取り
付けていただくようお願いしました。

〔お客さまの声〕
お客さまから、「本日は対応していただきありがと

うございます。まさかあんなに高い換気扇からリス
が侵入できるとは思いませんでした」と感謝のお言
葉をいただきました。後日、換気扇に金網を取り付け
ていただき小動物侵入防止の対策をしました。

〔まとめ〕
４月は陽気もよくなり気温が上がり始める時期で

す。動物たちも活発に動き出しますが、早朝や夕方
は気温が下がり小動物たちは暖かいところを求めて
います。電気室は暖かく小動物たちが好んで侵入す
る場所となります。

小動物が侵入できるような開口部の「有無」の確
認など外観点検がいかに重要であるか再認識する事
例でした。

電気室内の様子（リスはイメージ）

リスが侵入したと思われるダクト

5


